
基安労発第0916001号  

平成17年 9月16日  

都道府県労働局労働基準部  

労働衛生主務課長 殿  

厚生労働省労働基準局  

安全衛生部労働衛生課長  

（公 印 省 略・）  

企業等における住民健診結果の報告について（依額）   

今般の石綿による健康被害の増加を受け、本省において8月より専門家を招集し、周辺住民も含  

めた石綿に関する健康管理のあり方に 

一方、石綿にかかる労災認定者を出しているいくつかの企業において、周辺住民を含めた健診を  

実施していることを本省において把握していますが、それらの結果を上記の検討のための参考資料  

とさせていただきたいと考えています。   

つきましては、貴局管下の企業において周辺住民等を対象とした検診を実施していることを把握  

している場合は、当該企業に協力を要請し、その結果につき、別紙に記入し本省に報告いただくよ  

うお願いします。なお、企業に連絡した際に、レントゲン写真の読影について専門家の協力を必要  

とするなど企業から要望がありました場合には、本省まで連絡してください。   

報告は、以下のとおり3回に分けていただきますようお願いします。  

1平成17年9月21日（水）までの結果を、9月26日（月）正午までに報告  

2 平成17年12月22日（木）までの結果を、12月27日（火）ほ時までに報告  

3 平成18年3月28日（火）までの結果を、3月30日（木）16暗までに報告   

なお、現時点で住民健診を実施している企業を把握していない場合は、その旨ご回答下さい。ま  

た、別紙は企業の協力が得られる範囲内で記入いただければ十分です（企業が回答を拒否した場合  

は、記入不要です）。   

集計結果につきましては、専門家委員会等において検討資料として使用し公表いたしますが、個  

別の企業名については公表しません。  

担当者  

厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課   

井戸田、山本（内線5493）、中村（内線5491）  

FAX O3u3502－1598  

TEL O3－3502－6755（夜間）   
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